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粟井地区社協だより №４

「粟井地区福祉ネットワークづくり事業」について

今年度から粟井地区社会福祉協議会が中心となり区
長、民生委員、栄養委員、愛育委員、ボランティアの
会など福祉関係者が連携し、地域で安心して暮らせるネットワークづくりに
取り組んでいます。

平成２４年度から３年間の「粟井地区福祉ネットワークづくり事業」について
平成２４年度は「基盤強化事業」に取り組みます。
平成２５年度は、「福祉ネットワーク会議事業」に取り組みます。
平成２６年度からは「粟井地区の福祉課題」の解決に取り組みます。

☆平成２４年７月２７日（金）に第１回目の会議が、９月２８日（金）に第２回目の会議が行われまし
た。
２回目までの会議では、福祉５団体（区長協議会、民生委員、愛育委員、栄養委員、ボラン

ティア）の代表と市の社協担当者で、それぞれの団体の行う事業のねらいと内容についての共
通理解が図られ、今後の連携のあり方が協議されました。（図１参照）

（図 １ ）
11月に行われる予定の第3回の会議では、粟井の5つのサロンの活動について意見交換がされ

ます。また、平成25年度の「福祉ネットワーク会議」事業のもち方についても検討されます。

親子料理教室を開きま
した。

８月２４日（金）粟井小学校で小学生１３名とその保
護者、市の栄養士、栄養委員、教職員など総勢２８人で
「親子料理教室」を開きました。
目的は、親子料理教室を通して、１日３回決まった時

間に食べ、生活や食事のリズムを整えることの大切さを
伝えて、学童期の食育推進活動に努めると共に地域の親
子や粟井小学校教職員らとふれあう事でした。有意義な
会になりました。

合同で「災害時の食事支援」の料
理講習会を開きました。
9月5日(水)、作東老人福祉センターにて、災害時に対応
した食事メニューを実際に作り、試食してみました。万が
一の災害に対する備えについて、いろいろな方面からの検
討協議もし、貴重なノウハウが蓄積できました。

鷺巣サロン「ほほえみ」が粟井地
区5番目のサロンとして設立されま
した。4月20日に設立総会、6月2
1日に2回目「柏餅作り」、8月23
日に3回目「囲碁ボール」を中心に
約30名で親睦を深めながら健康づ
くりに取り組みました。今後は１０月、 ６月「柏餅作り」 ８月「囲碁ボール」
１２月、２月に行われます。

■３年目を迎えた「いきいきサロン（地区サロン）」の取り組みについて
■民生委員、愛育委員、栄養委員、ボランティアの会などの活動について
この「粟井地区社協だより」を通じて各サロンでの活動内容や、各委員会での活動内容を紹

介していきたいと思います。活動をされましたら、デジカメでの写真と活動内容の記事を送っ
ていただければ幸いです。ぜひともご協力をよろしくお願いいたします

9月3日より粟井診療所が再会しました。
開設日：毎週月曜日 午前9時～10時
医師：日本原病院 院長 森 崇文先生
「地域密着型医療を進められている先生です。
お気軽にご相談ください。」電話７６－００５１

粟井地区社協は、できてから５年目の組織です。規約も活動内容もまだまだ
不十分な点があるように思われます。皆さんの力で誰もが安心して暮らせる
福祉の地域作りを目指して、努力していきたいと思っています。
これから新たに取り組んだらいいような事があれば、各地区の福祉関係者

の方に遠慮なくお知らせ下さい。作東老人福祉センターに直接でもかまいません。皆さんのお知恵を
拝借したいと思います。 事務局 作東老人福祉センター ℡（5）76－0334

９月２９日の福祉センター環境
整備作業９３名もの参加大変あ
りがとうございました。


